
ありがとうございます！ 

この季節になると創業の頃を思い出します。不安と期待

が入り混じった複雑な感覚がよみがえってきます。職場では

引継ぎやら何やら落ち着かない慌ただしい日々を過ごしな

がら、休日を使って開業に向けての準備を始めました。 

教室は知り合いの大工さんに無理を言って３ヶ月程で建

てていただきました。完成はゴールデンウィークの数日前だっ

たと思います。退職から完成するまでの１か月間は花巻にあ

るパソコン教室で開業に向けての研修を受けました。宿泊

費が出ないので多賀城から花巻まで本線で通いましたの

で、体力的にはきつかったのですが、営業中のパソコン教室

さんでの研修ですから目指す目標にじかに接して興奮気味

で１か月あまりの研修期間は夢のように過ぎてゆきました。 

研修が終了すると同時に待ちに待った教室が完成し、オ

ープンまでの数日は連日開業準備に追われ、ガラーンとし

て何もなかった教室が購入した備品で溢れました。と同時に

「もう後戻りはできないのだ」と思うと何とも言えない底知れな

い不安に襲われた事を思い出します。退職金は研修費用

と備品購入などで大方消えてなくなってしまいましたから、薄く

なった財布でこれから生活しなければいけないとかと思うと急

に冷や水を浴びさられたように現実に引き戻されました。 

親戚や友人知人に報告すれば十分だと思っていました。

売り込みは嫌だとこだわりを持っていましたから、営業にまわる

 

営業時間（ご予約・ご変更は 0120-973-154 まで、お早めにご連絡下さい。） 
水・金： ＡＭ８：５０～ＰＭ ８：００ 

月・木・土： ＡＭ８：５０～ＰＭ ５：００ 

日： ＡＭ８：５０～ＡＭ１２：１０（休み：火・祝日） 

URL：http://dekirupc.com/ e-mail：takasaki@dekirupc.com 

住所：〒985-0862 多賀城市高崎２丁目２８番１号 

イベント・その他講座のご案内 

イベント予定 

♪「春の昼食会」 ４月中旬 

特別講座の予定 

♪「データの整理」 ３月中旬 

 

あとがき 

▶もうだいぶ前からフキノトウが顔を出していたのですが早

くも花が開き始めています。まだまだ寒波が居座ることはあ

るでしょうが、先週は最高気温も１０度を超えました。関東

では春一番が吹いたそうですから、３月になれば梅も咲き始

めるでしょう。春はすぐそこまで来ているようですね。▶寒

くて畑仕事ができないこの時期はちょうど都合よく教室の決

算期で事務作業が増えるので外仕事は一休みしておりました

が、ここにきてようやく事務作業が一段落しましたので、そ

ろそろ畑の土づくりを始めようかと思案を巡らしています。

▶多くの作物は同じ場所で連続して栽培するとうまく育たな

くなる連作障害が起きることがあるため毎年植え付け場所を

変える必要があります。土づくりをしながら植える場所と時

期をあれこれ考えていると地味な作業ですが体も暖まり、収

穫を夢見ながらの楽しい畑の仕事始めとなります。 

付けの時期を考えて時期になりました。じむさぎょうがふえ

じかんがんがないか土図くる煮の準備を▶年末年始は暖かか

ったですが、休業期間中の植物を守るために今年は休憩室の

テーブルにビニールハウスの様なものを作り、植物を入れて

みました。お蔭でいまのところ寒さで傷んだ植物はなさそう

です。暖冬だったですから何もしなくても良かったのかもし

れませんが、こうすれば寒い年も植物を守れそうな手ごたえ



 だいじょうぶですよ！ 

教室に通い始めてしばらくすると多くの方が悩まれることがい

くつかありますがその一つに“すぐ忘れる”というご心配がありま

す。どんどん先に進むのはいいが先の方からどんどん忘れてし

まうので、教室に通っていても意味が無いのじゃないかと不安

になるというわけです。そもそもどうしてこうも忘れてしまうのだろ、

と情けないような悲しいような気持ちになられるのです。 

このようなお気持ちになるのはとても良く解ります。私もこのよ

うな仕事をしながら皆様と同じようによく忘れます。忘れやすい

というよりもどんどん忘れるのが自然な気がしています。忘れる

のが普通で忘れないほうが不自然ではないかとすら思ってい

ます。ですからどうか忘れると心配なさらないでください。忘れる

ものだと思っていただきたいのです。そうすればもう心配する必

要はありませんね。 

これで終わってしまえば身もふたもありません。またご相談な

さる方の思いはもっととても複雑で忘れるのが普通ですよという

だけではご納得いただけないようです。若いころはこんなに忘

れやすくなかった。なんでだろう・・・、なんて考えてしまうんですよ

ね。衰えてきたんだろうかと不安になるんですよ。だから認めたく

ないんですね。これは良く解ります。とても良く解ります。同感で

す。何も反論はありません。でも衰えるのも自然なのです。体

力が衰えるのは受け入れられても精神的な衰えはなかなか

受け入れれないです。 

次回もまた続きをご説明させていただきますが、受け入れる

ことが穏やかに過ごしていただくコツの様な気がします。 

ワンポイント講座 

＜パソコンに関する間違った常識（その９）＞ 

●お客様の声 

バッテリーの警告メッセージがたびたび表示されます。バ

ッテリーの交換が必要なのでしょうか？ 

●回 答 

ノートパソコンにはバッテリーが内蔵されています。コンセン

トにパソコンを接続すると電気が充電され、その容量の範囲

でパソコンをコンセントにつなげなくても使用することができるよ

うになります。 

外出先でコンセントがない場所やご家庭でもパソコンを移

動してちょっとだけ使いたい時などもコンセントにつながなくても

使用できるのでとても便利です。 

しかしよいことばかりではなくバッテリーは経年劣化する欠

点があり、しだいに容量が低下し、役にたたなくなってしまいま

す。そうなる前にパソコンが警告を出す仕組みになっており、

ご相談の様なメッセージが何度も表示されるようになります。 

容量を回復するリフレッシュ機能もありますが、回復しない

場合は新しいバッテリーに交換することになります。 

でもあわてないでください。実はバッテリーはなくてもパソコン

は使い続けられるのです。コンセントにつないでパソコンを使

用するだけであれば、バッテリーは必要ないのです。 

ただパソコンをコンセントにつないだままにしていたり、バッテリ

ーの発熱を感じたりするような場合は発火の危険があります

ので、バッテリーを取外し、すぐに使用を中止してください。 

使用するときだけつないで使われる場合はなくても良いので

す。でもバッテリーは発火の可能性もありますので、発熱を感


